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Ⅳ 出願関係書類様式 

出
願
関
係
書
類
様
式





　　第　　　　　　号 　※受付月日

令和　　　年　　　月　　　日

　札幌医科大学大学院医学研究科長　　様

　　　印

平成

平成

平成

（（注注11））志志願願者者はは、、※※印印欄欄をを除除くく該該当当欄欄にに記記入入しし、、所所要要のの文文字字をを○○でで囲囲んんででくくだだささいい。。

（（注注22））出出願願者者氏氏名名はは、、戸戸籍籍にに基基づづいいてて正正確確にに記記載載ししててくくだだささいい。。

（（注注33））国国外外かからら出出願願すするる外外国国人人留留学学生生はは、、「「連連絡絡先先・・父父母母等等」」のの欄欄にに、、身身元元保保証証人人にに関関すするる事事項項をを記記載載ししててくくだだささいい。。

（ふりがな）
氏　　名

連
絡
先

（　　　　　）　　　　　―

学部
卒業見込

都　　・　　道　　・　　府　　・　県

　　（最終学校名及び卒業年月日を記入してください。）

医師(歯科医師)
免許証所有状況

現　　住　　所 （　　　　　）　　　　　―

本　　籍　　地

〒

上記以外の
出願資格

〒

父
母
等

　昭和・平成・令和　　　　年　　　月

携帯電話

現 住 所

札幌医科大学大学院医学研究科（博士課程）

課程

医学部
以外

大学大学院 研究科

（　　　　　）　　　　　―

出　願　種　別 　１．　一般　　　　　　２．社会人　　　　　　３．出願資格審査合格　　　　　　4．外国人留学生

男　・　女

第２志望

（科目群：

　領域

卒業

大学

昭和

令和

　　学）

　（ふりがな）

　　年　　　月　　　日

卒業

令和 修了見込

令和

　　年　　　月　　　日

学科

昭和

昭和

令和８ （2026） 年 度

入入　　　　　　　　学学　　　　　　　　願願　　　　　　　　書書

　貴大学大学院医学研究科へ入学したいので、所定の書類を添えて出願いたします。

　　　　月　　　日

卒業見込

志望する専攻
主　　科　　目

　　学）

本人と
の関係

本
人

〒

（　　　　　）　　　　　―

　※受付番号　

医学部

出
願
資
格

通知を
受ける
場所

　　　　　　　　　　　号

生 年 月 日　　　
（　　　　　歳）

（科目群：

医　　　籍

歯科医籍

自宅電話

出願者氏名

専攻

専攻

大学 医学部 医学科

昭和・平成　　 年 　　月 　　日

第１志望

Email 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@

　　登録第

　　年　　　月　　　日

卒業

　領域



年 号

昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和
昭和
平成
令和

　　上記のとおり相違ありません。

　　　　令和　　　年　　　月　　　日

氏　　名

（（注注１１））高高等等学学校校卒卒業業かからら現現在在ままででのの経経歴歴（（医医師師（（歯歯科科医医師師））国国家家試試験験合合格格、、臨臨床床研研修修期期間間をを含含むむ。。））

　　　　をを年年次次にに従従いいももれれななくく記記載載しし、、職職歴歴ににつついいててはは、、職職名名をを併併せせてて記記入入ししててくくだだささいい。。

　　　　　　ななおお、、外外国国人人出出願願者者はは、、小小学学校校入入学学かからら記記載載ししててくくだだささいい。。

（（注注２２））氏氏名名はは、、戸戸籍籍にに基基づづいいてて正正確確にに記記載載ししててくくだだささいい。。

経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歴

履　　　　　歴　　　　　書

事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

年　　月　　日

（高等学校名（外国人出願者は小学校名）を記入し、どちらかの文字を○で囲んでください。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学校（　　卒業　　・　　入学　　）

　　　印

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

賞
　
罰

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・

　　　　・　　　・



氏　名

注：本様式に直接記入するか、本様式（A４判）に準じてパソコン等により作成すること。

　　　札幌医科大学大学院医学研究科　　

志志 望望 理理 由由 書書





受
験

番
号

受
験

番
号

氏
　

　
　

名
（
フ

リ
ガ

ナ
）

氏
　

　
　

名

専
攻

専
攻

第
１

志
望

領
域

第
１

志
望

領
域

　
学

　
学

専
攻

専
攻

第
２

志
望

領
域

第
２

志
望

領
域

　
学

　
学

＜
 試

　
験

　
日

　
程

 ＞
前

期
　

令
和

７
（
2
0
2
5
）
年

８
月

2
2
日

（
金

）
　

　
＜

写
真

貼
付

＞
後

期
　

令
和

８
（
2
0
2
6
）
年

１
月

2
3
日

（
金

）
　

９
：
０

０
～

１
０

：
３

０
　

専
攻

主
科

目
（
第

１
志

望
）
　

　
１

０
：
４

０
～

１
２

：
１

０
　

専
攻

主
科

目
（
第

２
志

望
）

　
　

縦
４

ｃ
ｍ

×
横

３
ｃ
ｍ

１
３

：
０

０
～

１
４

：
３

０
　

外
国

語
（
英

語
）
Ⅰ

・
Ⅱ

◇
辞

書
持

ち
込

み
可

。
電

子
辞

書
は

不
可

。
◇

試
験

当
日

は
必

ず
こ

の
受

験
票

を
持

参
す

る
こ

と
。

◇◇
裏裏

面面
にに

記記
載載

のの
受受

験験
上上

のの
注注

意意
をを

確確
認認

しし
てて

おお
くく
ここ

とと
。。

＜＜
外外

国国
語語

試試
験験

会会
場場

＞＞
札札

幌幌
医医

科科
大大

学学
教教

育育
研研

究究
棟棟

33
階階

DD
33
00
33
講講

義義
室室

札
幌

市
中

央
区

南
１

条
西

１
７

丁
目

電
話

０
１

１
－

６
１

１
－

２
１

１
１

（
内

線
２

３
５

１
０

）

・
※

印
欄

は
記

載
し

な
い

で
く
だ

さ
い

。
・

氏
名

は
、

戸
籍

に
基

づ
い

て
正

確
に

記
載

し
て

く
だ

さ
い

。
・

志
望

す
る

専
攻

分
野

欄
は

、
第

２
志

望
が

な
い

場
合

は
、

第
１

志
望

の
み

記
入

の
こ

と

写
真

貼
付

縦
４

ｃ
ｍ

×
横

３
ｃ
ｍ

志
望

す
る

専
攻

主
科

目

志
望

す
る

専
攻

主
科

目

令
和

８
（
2
0
2
6
）
年

度

受
　

験
　

票

令
和

８
（
2
0
2
6
）
年

度
札札

幌幌
医医

科科
大大

学学
大大

学学
院院

医医
学学

研研
究究

科科
（（
博博

士士
課課

程程
））
入入

学学
試試

験験

写
　

真
　

票
※

※

札札
幌幌

医医
科科

大大
学学

大大
学学

院院
医医

学学
研研

究究
科科

（（
博博

士士
課課

程程
））
入入

学学
試試

験験



受
験

上
の
注

意

1
試

験
当

日
、
午

前
は
8
時

5
0
分
ま
で
に
志
望
す
る
各
教

室
に

集
合
す
る
こ
と
。

2
午
後
は
1
2
時
4
5
分
ま
で
に
試
験
室
前
に
集
合
す
る
こ
と
。

な
お
、
1
2
時
か
ら
試

験
室
に
入

室
で
き
ま
す
。

3
試

験
開

始
時

刻
に
遅
刻

し
た
場

合
は
、
開
始
後

３
０
分
以
内

に
限

り
受
験

を
認
め
ま
す
。
た
だ
し
、
試
験
時
間
の
延
長
は
認
め
ま
せ
ん
。

4
試
験
室
で
は
机
上
の
番
号
と
受
験
番
号
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

着
席
す
る
こ
と
。

5
机

上
に
は
受

験
票
、
鉛
筆

（
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
）
、
消
し
ゴ
ム
、
時
計

、

辞
書
以
外
の
所
持
品
を
置
か
な
い
こ
と
。

6
試

験
室

に
入

室
し
て
か

ら
試
験
終
了
時

ま
で
の

間
、
退
出

は
認
め
ま
せ
ん
。

試
験

中
の
発

病
、
用
便
等

や
む
を
得
な
い
場

合
は
、
監
督
員

の
指

示
に

従
う
こ
と
。

7
試

験
室

に
携

帯
電
話
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）
を
持
ち
込
む
際
は
、
必
ず
電
源
を

切
る
こ
と
。



1 2 3 1 2 3

注
）
※
印
欄
は
大
学
側
で
使
用
す
る
の
で
、
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

留
意
事
項

　
出
願
書
類
を
大
学

窓
口

に
提

出
す
る
際
、
郵

便
普

通
為

替
証

書
あ
る
い
は

現
金

を
納

付
し
て
手

続
き
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の

で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
検
定
料
が
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場

合
、
「
振

替
払

込
受

付
証

明
書

」
が

貼
付

さ
れ

て
い
な
い
場
合
、
「
振

替
払

込
受

付
証

明
書

」
に
受

付
郵

便
局

の
収

納
印

が
な
い
場

合
は

、
出

願
書

類
の

受
理

は
で
き
ま
せ

ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
、
モ
バ

イ
ル

サ
ー
ビ
ス
等

で
の

振
込

は
で
き
ま
せ

ん
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
振

込
後

「
振

替
払

込
受

付
証

明
書

」
を
右

の
検

定
料

納
付

確
認

票
に
貼

付
し
て
、

出
願
書
類
と
一

緒
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
受

付
郵

便
局

の
収

納
印

の
な
い
も
の

は
無
効
）
。

検検
定定

料料
のの

振振
込込

にに
つつ
いい
てて

札
幌

医
科
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

入
学

試
験

　
検

定
料

納
付

確
認

票

振
込
方
法

※
受

験
番

号

氏
名

「
振

替
払

込
受

付
証

明
書

」
貼

付
欄

　
検
定
料
３
０
，
０
０
０
円
は

、
本

学
募

集
要

項
に
添

付
さ
れ

て
い
る
振

込
用

紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上

、
最

寄
り
の
郵

便
局

の
窓

口
で
、
出

願
手

続
前

ま
で
に
お
振

り
込
み
く
だ
さ
い
。

　
振
込
用
紙
（
払

込
取

扱
票

、
振

替
払

込
請

求
書

兼
受

領
証

、
振

替
払

込
受

付
証

明
書
）
の
「
ご
依
頼

人
欄

」
を
、
黒
の

ボ
ー
ル
ペ
ン
で
正

確
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
連
票
は
、
切

り
離
さ
ず
に
３
枚

組
の

ま
ま
郵

便
局

の
窓

口
に
提

出
し
て
く
だ
さ

い
。





（　　　　　歳）

　貴大学大学院医学研究科博士課程の出願資格審査について、所定の書類を添えて申請いたします。

（（注注））出出願願者者氏氏名名はは、、戸戸籍籍にに基基づづいいてて正正確確にに記記載載ししててくくだだささいい。。

　生年月日　　昭和・平成　　 年　　 月　　 日　　男  ・ 女 

職歴・研究歴

職　　　 歴

研　究　歴

携帯電話 （　　　　　　　）　　　　　　―

（　　　　　　　）　　　　　　―

（高等学校
卒業以降
から記入）

昭・平・ 令 年 月 ～昭 ・平 ・令 年 月

昭和 ・平成 ・令和　　　 年　　　月　　　日　入学

いずれかを○で囲んでください　　　
（　前期試験　・　後期試験　）　

学校 科　

高等学校 科　

札幌医科大学大学院医学研究科（博士課程）
令和８（2026） 年 度

（ふりがな）　　　　　　　

 昭和 ・平成 ・令和　　　 年　　　月　　　日　卒業

（　　　　　　　）　　　　　　―

現　住　所

審査結果
通 知 先

　〒

　〒

資　　格

期　　　　　　　　　　　　　　間

科　

昭・平・ 令 年 月 ～昭 ・平 ・令 年 月

科　

 昭和 ・平成 ・令和　　　 年　　　月　　　日　卒業

　　　　　　学）

昭・平・ 令 年 月 ～昭 ・平 ・令 年 月

昭・平・ 令 年 月 ～昭 ・平 ・令 年 月

志望する専攻
主　　科　　目

大学 科　

大学

昭・平・ 令 年 月 ～昭 ・平 ・令 年 月

大学

出出願願資資格格審審査査申申請請書書

　出願者氏名　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印    

　札幌医科大学大学院医学研究科長　　様
令和　　　年　　　月　　　日

　　（科目群：

専攻 領域　
第１志望

第２志望

昭和 ・平成 ・令和　　　 年　　　月　　　日　入学

専攻 領域　

　　（科目群： 　　　　　　学）

学　　　　歴

昭和・平成・令和 年 月 日

昭和・平成・令和 年 月 日

自宅電話

昭和 ・平成 ・令和　　　 年　　　月　　　日　入学

学校 科　

 昭和 ・平成 ・令和　　　 年　　　月　　　日　卒業

昭・平・ 令 年 月 ～昭 ・平 ・令 年 月

最　終　学　校　卒　業　後　の　経　歴





氏　名

注：本様式に直接記入するか、本様式（A４判）に準じてパソコン等により作成すること。

研研 究究 計計 画画 書書

研　究　課　題

研究計画概要

　　　札幌医科大学大学院医学研究科　　





研 究 活 動 歴 
札幌医科大学大学院医学研究科 

（氏   名） 
Ⅰ 著 書 

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
Ⅱ 総 説 

  
 
 
 

 
 
 
 

 
Ⅲ 原 著 
 
Ⅲ－1 原著 

  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

Ⅲ－2 症例報告 
  

 
 

 
 
 

Ⅲ－3 治験報告 
  

 
 
 

 
 

Ⅳ 国際学会のProceedings 
  

 
 
 

 
Ⅴ 学会発表 

  
 

 
 

 
Ⅵ 特許 

  
 

 
 

 
Ⅶ その他（研究報告書、監修、訳書、教科書、辞典など） 

  
 
 

 
 
 

 
注：１ 次ページの「記載例」、「研究活動歴の記載にあたって」により記入すること。 
注：２ 本様式に直接記入するか、本様式（Ａ４判）に準じてパソコン等により作成すること。 
 





研 究 活 動 歴（記 載 例）
北 野 太 郎

Ⅰ 著 書

1  北野太郎. 医学統計実践. 東京:朝倉書店;1979. pp1-219． 
2-1  Rosenberger L, Kitano T. In Rosenberger L, Kitano T, eds. Calcium channels.

 London: Plenum Press;1980. pp21-34. 
2-2  Rosenberger L, Kitano T. In Rosenberger L, Kitano T, eds. Calcium channels.

 London: Plenum Press;1980. pp48-62. 
3-1  北野太郎. レセプター研究の原理と実際. 小川紀雄編. 新脳のレセプター. 東京: 世界保健通
  信社; 1995. pp8-18． 
3-2  佐藤博彦, 北野太郎. ソマトスタチン・レセプター. 小川紀雄編. 新脳のレセプター. 東京:
  世界保健通信社; 1995. pp142-156． 

Ⅱ 総 説

4  北野太郎, 太田五郎, 山本三郎. 人工弁とその移植術. 日医新報 1996;65:38-43. 

Ⅲ 原 著

Ⅲ－1 原著
5 Kitano T, Ohta G. Thrombosis of prosthetic valve. J Cadiovasc Surg 1987;33:85-92. 
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